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建物の外周間仕切位置とは異なる軒桁位置で屋根自動処理を行いたい場合は、『軒線屋根』で入力する『軒線区画』領域に対して屋根自動処理を

行います。 本例では、矩形領域の軒線区画に対して切妻の屋根自動を行った後、建物外周に沿って、不要な部分を『領域マイナス』で削除します。 

1）軒線屋根自動

❶ 

❷ 

軒線区画を入力します。 

本例では、外周間仕切ではなく、 

右図の矩形領域を入力します。 

❸ 
１点目 2 点目 

3 点目 4 点目（ダブルクリック） 

本例の『マンサード屋根』は、以下手順で入力します。 （※本例は『トレーニングプラン』） 

1）軒線屋根自動 ： 軒線屋根で軒線区画を指定し、切妻の屋根自動処理を行います。

2）屋根分割 ： 屋根編集で屋根分割を行います。 

3）勾配変更 ： 分割した屋根の勾配変更を行います。 

4）高さ一括 ： 屋根編集の高さ一括で屋根面の高さ合わせを行います。 

5）領域マイナス ： 必要に応じ、屋根編集で領域マイナスを行います。

6）外壁形状変更 ： 必要に応じ、外装で外壁の形状変更を行います。

屋根の自動処理を行う軒桁領域に軒線区画を入力します。 

『軒線区画入力』オペレーション 
❶:屋根入力画面で入力階（本例は２階）を表示し、左ツールバーの『軒線屋根』を選択します。

❷:『軒線区画』を選択します。

❸:軒線区画を連続線で指定し、始点に戻る手前の点（本例は４点目）でダブルクリックして軒線区画の入力を確定します。

１）-１ 軒線区画入力 
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軒線屋根の屋根自動で切妻屋根の自動処理を行います。 

軒線屋根『切妻』の『自動処理』オペレーション 

❶:屋根入力画面左ツールバーの『軒線屋根』⇒『屋根自動』⇒『切妻』を選択します。（屋根自動は軒線区画入力により操作可能になります。）

❷:『切妻』の『屋根自動処理』設定で以下❶～❺の項目を含む全設定を確認変更後、❻『開始』を選択します。

❶:流れ方向:流れ方向を選択します。 本例は『上下』

❷:勾配 :勾配を設定します。 本例はマンサード屋根水下側屋根面勾配の『10 / 10』 

❸:軒出巾 :軒桁芯からの軒先の出巾を設定します。 本例は『455 mm』

❹:妻出巾 :建物外周壁芯からの妻側の軒出巾を設定します。 本例は『455 mm』

❺:処理対象:自動処理対象の階を選択します。 本例は『表示階 ⇒ 2階』

❻:開始 :設定内容で自動処理を開始します。 

１）-２ 軒線屋根の屋根自動 

❻ 

❹ 
❸ 
❷ 

❶ 

❺ 

❷ 

プレビュー確認 

❶
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自動処理した屋根が希望する領域に作成できない場合は、自動処理後の『屋根編集』で編集が可能です。 

本例では、切妻で自動処理した屋根面を分割して、マンサード屋根の形状に変更します。最初に『屋根編集』の『屋根分割』を利用します。 

予め分割位置に補助線を作図してから屋根分割を行います。 

２）屋根分割

❶ 

屋根外周辺上と分割線上に補助線を作図します。 

❷ 
910 

910 

1,820 

1,820 

❸ 

『補助線』を利用して、屋根面の分割指定点に補助線の交点を作図します。 

『補助線作図』オペレーション 
❶:屋根入力画面左ツールバーの『補助線』を選択します。

❷:『平行線 2』を選択します。

❸:分割位置の端点に補助線の交点を作図します。

本例では、最後に『領域マイナス』も行いますので、屋根外周辺上と分割線上の下図位置に補助線を作図します。

２）-１ 屋根分割の補助線作図 
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❶ 
❸ 編集対象屋根面選択

分割❶の 1 点目 ２点目 
❹❷

同様の屋根分割❶❷❸❹を繰り返し、６面の屋根面に分割します。 プレビュー確認 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

『屋根分割』を利用して、屋根面を分割します。 

『屋根分割』オペレーション 
❶:屋根入力画面左ツールバーの『屋根編集』を選択します。

❷:『屋根分割』を選択します。

❸:分割対象の屋根面を選択し、ピンク色の面で表示します。

❹:分割位置の始点と終点（下図×の位置）を分割対象の屋根辺上で指定し分割を確定します。

※始点指定後は連続点指定による任意形状での分割が可能ですが、2 点目以降で分割対象の屋根辺上を指定した時点で分割を確定します。

２）-２ 屋根分割 
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入力済の屋根は面単位での『変更』が可能です。 本例では、マンサード屋根への形状変更のため分割した屋根面ごとに勾配を変更します。 

『屋根変更』オペレーション 
❶:屋根入力画面右ツールバーの『変更』を選択します。 （※『変更』は、入力画面右クリックによるポップアップメニューからも操作可能です。）

❷:変更対象の屋根面を選択してピンク色の面で表示し、『屋根変更』ダイアログを表示します。

❸:本例では、屋根の勾配のみを以下の通り変更します。

屋根❶:１段目（水下側）の屋根 2 面は、自動処理の際の『10 / 10』のままで変更無し。

屋根❷:２段目（中段）の屋根 2 面は、『6 / 10』に変更。

屋根❸:３段目（本棟側）の屋根 2 面は、『2 / 10』に変更。

３）屋根変更

❶ 

❷ 変更対象屋根面選択

❸ 

屋根分割前の軒線位置を基準に屋根勾配が更新され、 

屋根面の高さが揃わなくなりますので、次のステップ『高さ一括』で屋根の高さを揃えます。 
プレビュー確認 

勾配変更 

屋根勾配変更❸

❶勾配:10 /10

❷勾配:6 /10

❸勾配:2 /10

❸勾配:2 /10

❷勾配:6 /10

❶勾配:10 /10
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平面上で屋根辺が隣り合った高さの異なる屋根面は、『屋根編集』の『高さ一括』で隣り合った屋根辺の高さを合わせることが可能です。 

『高さ一括』オペレーション 
❶:屋根入力画面左ツールバーの『屋根編集』を選択します。

❷:『高さ一括』を選択します。

❸:基準となる屋根面（❶）を選択し、ピンク色の面で表示します。

❹:隣り合った屋根辺の高さを合わせる屋根面（❷）を選択すると、勾配を保持したまま、桁高を自動計算して高さを合わせます。

同様の手順で、『❸⇒❹』、『❺⇒❻』、『❼⇒❽』の順に選択し、全ての屋根面の高さを合わせます。

４）高さ一括

❶ 

❸ 基準となる屋根面❶を選択

❷ 

同様の手順で以下選択を繰り返し、全屋根面の高さを合わせます。 

『❶⇒❷』、『❸⇒❹』、『❺⇒❻』、『❼⇒❽』 
プレビュー確認 

❹ 隣り合った屋根辺の高さを合わせる屋根面❷を選択

❸ 

❹ 

❶ 

❷ 

❻ 

❺ 

❽ 

❼
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屋根面に一部不要な部分が有る場合は、『屋根編集』の『領域マイナス』で削除が可能です。 

本例では、矩形ではない平面に対し、矩形領域の軒線区画で屋根自動処理しましたので、建物外周から軒出巾・妻出巾よりも先の不要な部分を『領

域マイナス』で削除します。 予め分割位置に補助線を作図してから領域マイナスを行います。 

５）領域マイナス

❶ 

❷ 

455 

455455 

455 

455 

❶ ❷

❸ 

❹ 
❺ 

領域マイナスで削除する領域 の外周❶❷❸❹❺に補助線を作図します。 ❸

『補助線』を利用して、領域マイナスの外周に補助線を作図します。 

『補助線作図』オペレーション 
❶:屋根入力画面左ツールバーの『補助線』を選択します。

❷:『平行線 2』を選択します。

❸:領域マイナスで削除する領域の外周に補助線を作図します。

本例では、❶❷❸❹❺の補助線を、軒出巾や妻出巾と同様、建物外周から 455mm の位置に作図します。

５）-１ 領域マイナスの補助線作図 
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『領域マイナス』を利用して、屋根面の不要な部分を削除します。 

『領域マイナス』オペレーション 
❶:屋根入力画面左ツールバーの『屋根編集』を選択します。

❷:『領域マイナス』を選択します。 ※領域マイナスは矩形指定で行います。

❸:領域マイナスの編集対象屋根面を選択し、ピンク色の面で表示します。

❹:削除する矩形領域の対角点１点目を、選択中の屋根辺上で指定し、

２点目を、削除する矩形領域の対角線上で指定すると指定領域分だけ屋根面を削除します。

５）-２ 領域マイナス 

❶ 

❸ 編集対象屋根面選択

❷ 

プレビュー確認 

❶ 

❷ ❸ 

領域マイナス❶の 1 点目（辺上）❹

２点目 

❶ 

同様の手順で領域マイナス❶❷❸を行います。 

❷ ❸ 

外壁の自動生成が不完全な場合は、 

『外装 ⇒ 形状変更』で変更します。 
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屋根編集などに伴う外壁の自動生成が不完全な場合は、『外装』画面を起動し、『形状変更』で外壁形状の変更が可能です。 

本例では、正常な外壁自動生成が行われますが、万一、正常に行われなかった場合等を想定した『形状変更』例を解説します。 

６）外壁形状変更

❶:平面入力画面ツールバーの『外装』を選択し、外装画面を起動します。

❷:本例は、外壁の自動生成で、西面の下図❷の位置の外壁が不完全だった想定例です。

❸:形状変更対象の『西面』をクリックして 1 面表示にします。

６）-１ 外装起動 

❶ 

❷ 

:外壁の自動生成が不完全な想定の領域 ❷ 

西面をクリックして 1 面表示にし、 

補助線の作図を開始します。 
❸ 

❷ 

プレビュー確認 
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外装の『形状変更』を利用し、自動生成が不完全な外壁の形状変更を行います。 

本例では、西面の自動生成が不完全だった想定での形状変更手順について解説します。 

６）-２ 外壁形状変更 

『形状変更』オペレーション 
❶:『西面』表示状態で、『外壁選択』を選択します。

❷:形状変更対象の外壁面を選択します。

❸:『形状変更』を選択すると、選択中の壁面の形状変更（移動）候補ポイントに○印を表示します。

❹:移動対象ポイントを 1 点目でクリック後、2 点目で移動先をクリックして形状変更します。

本例では、ⒶⒷの中間点❶を 1 点目でクリック後、2 点目で❷をクリックします。同様に❸❹❺❻の順にクリックし、形状変更を終了します。

※形状変更の際は外装データ線分の交端点に吸着しますが、移動先に外装データ線分の交端点が無い場合は、予め補助線の交端点を作図します。

❸ 

❶ 

❷ 形状変更対象の外壁面選択

❹ 
形状変更の移動対象ポイントをクリック後、移動先でクリック 

本例では、❶～❻の位置を順にクリック。 
❹ 

形状変更終了後 

❷ ❻

Ⓐ Ⓑ ❶
❸ ❺
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